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情報提供と基盤整備業務法施⾏⽀援業務

NITE化学物質管理センターの業務
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1. 現状と課題

⾏政
法令整備・施⾏
化学物質管理

国⺠
化学物質に関する

正しい理解

事業者
法令遵守
⾃主管理

相互理解の促進

化学物質管理情報の整備・提供業務
 化学物質の有害性等の情報の整備提供
 化学物質のリスク等に係る相互理解のための情報の整備

提供

化学物質管理情報提供法施⾏⽀援 化学物質
管理⽀援

化学物質排出把握管理促進法（化管法）
関連業務

 化管法施⾏⽀援
 化管法関連情報の収集・解析

化学兵器禁⽌法（化兵法）関連業務
 化兵法に基づく国際機関による検査等への⽴会い
 国内事業者への⽴⼊検査

化学物質審査規制法（化審法）関連業務
 新規化学物質の事前審査⽀援
 化学物質のリスク評価

化学物質管理に関する技術基盤整備業務
 製品含有化学物質のリスク評価
 技術基盤整備



• NITE化学物質管
理センターの業
務に対する事業
者ヒアリング
※2019年度に実施
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NITE化学物質管理センターの業務
1. 現状と課題

ヒアリング結果の可視化



化学物質管理情報の整備・提供業務
●データベース
• 化学物質総合情報提供システム：NITE-CHRIP

https://www.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/systemTop

• 化審法データベース：JCHCEK
https://www.nite.go.jp/chem/jcheck/top.action?request_locale=ja

• ⽇ASEAN化学物質管理データベース：AJCSD
https://www.ajcsd.org/chrip_search/html/AjcsdTop.html

●メールマガジン
• 【NITEケミマガ】NITE化学物質管理関連情報

https://www.nite.go.jp/chem/mailmagazine/chemmail_01.html

● Webサイト
• GHS総合情報提供サイト

https://www.nite.go.jp/chem/ghs/ghs_index.html 6

1. 現状と課題



危険有害性伝達の
世界標準共通⾔語
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1. 現状と課題

• The Globally Harmonized System of 
Classification and Labelling of Chemicals
化学品の分類および表⽰に関する世界調和システム

• GHS分類：物質および混合物を「健康」、「環
境」、「物理化学的危険有害性」に応じて分類す
る調和された判定基準

• 表⽰および安全データシート（SDS）の要求事項
を含む、調和された危険有害性に関する情報の伝
達に関する事項 安全データシートSDS 

GHSについて
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ピクトグラムと危険・有害性
可燃性
⾃然発⽕性ガス
引⽕性液体
可燃性固体
⾃⼰反応性化学品

など

酸化性ガス
酸化性液体
酸化性固体

爆発物(不安定爆発
物）
⾃⼰反応性化学品
有機過酸化物

⾦属腐⾷性化学品
⽪膚腐⾷性
眼に対する重篤な損傷
性

⾼圧ガス 急性毒性
（区分1〜3）

急性毒性(区分4)
⽪膚刺激性(区分2)
眼刺激性(区分2/2A)
⽪膚感作性
特定標的臓器毒性(単
回ばく露 区分3)

など

⽔⽣環境有害性
(短期(急性)区分1、
⻑期(慢性)区分1、2)

呼吸器感作性
⽣殖細胞変異原性
発がん性
⽣殖毒性(区分1、2)
特定標的臓器毒性(反
復ばく露区分1、2)

など

【どくろ】

【円上の炎】 【爆弾の爆発】

【ガスボンベ】【腐⾷性】

【環境】 【健康有害性】

【炎】

【感嘆符】

GHSについて

想像しやすさ⾼・正解率⾼、想像しやすさ⾼・正解率低、
想像しやすさ低・正解率低ものに分かれる

⾼橋ら(2018) 化学物質ラベルの絵表⽰に関する理解度と印象の分析. ⽇本⼈間⼯学会第59回⼤会, 講演集(2F5-1) .

1. 現状と課題



GHS（SDS）に関連した⽇本国内の法律（いわゆる
SDS3法）があるが、個別の法律にGHSに関する条項
を追加するのは困難

⽇本国内のGHS共通ルール：⽇本産業規格JIS策定
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化管法

• SDSの提供義務
• ラベルの表⽰努⼒義

務

安衛法

• SDSの提供義務
• ラベルの表⽰義務

毒劇法

• 名称、含量、製造業
者の情報等の表⽰義
務

• 性状・取扱に関する
情報等の提供義務

GHSについて
1. 現状と課題



SDS制度の理解度

• SDS制度に関係している可能性がある事業
者の9割程度は概ねSDS制度を理解
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METI （2018年）
化学物質排出把握管理促進法施⾏状況調査
表番号 4
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/file-
download?statInfId=000031669109&fileKind=0

1. 現状と課題

89.7％



SDS・ラベル作成における課題

• 6割がSDS・ラベル作成に課題あり
• 内4割が情報⼊⼿が困難

2割が混合物の分類が困難
11

METI （2018年）
化学物質排出把握管理促進法施⾏状況調査
表番号 38
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/file-
download?statInfId=000031669143&fileKind=0

62.2％

23.5％

1. 現状と課題



化学物質による健康障害
（原因物質別、障害内容別）
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• 規制対象外物質による労働災害が8割

件数 割合

障害内容別の件数
※複数の傷害が発⽣しているものがあるため、合計値は件数と合わない場合がある
※（ ）内は障害内容別の件数を合計したものに対する割合

吸⼊・経⼝によ
る中毒、障害

眼障害 ⽪膚障害

特別規則対象物質 77 18.5％ 38
(42.2％)

18
(20.0％)

34
(37.8％)

特定化学物質 47 11.3％ 19 12 24

有機溶剤 28 6.7％ 17 6 10

鉛 2 0.5％ 2 0 0

四アルキル鉛 0 0％ 0 0 0

特別規則以外のSDS交付義務対象物質 114 27.4％ 15
(11.5％)

40
(30.8％)

75
(57.7％)

SDS交付義務対象外物質 63 15.1％ 5
(7.5％)

27
(40.3％)

35
(52.2％)

物質名が特定できていないもの 162 38.9％ 10
(5.8％)

46
(26.7％)

116
(67.4％)

合計 416 100% 68
(14.8％)

131
(28.5％)

260
(56.6％)

MHLW(2020) 第1回職場における化学物質等の管理のあり⽅に関する検討会リスク評価ワーキンググループ
資料2 事業場における化学物質管理の仕組み及び化学物質による労働災害等の現状と課題 抜粋
https://www.mhlw.go.jp/content/11303000/000683292.pdf

1. 現状と課題
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GHS関連情報の体系化

14• 2020年12⽉にWebサイトをリニューアル
https://www.nite.go.jp/chem/ghs/ghs_index.html

2. 取組



 物質確認/データクリーニング、GHS各項⽬の統合作業
 英語版⽤の翻訳作業
 公開⽤データの作成作業
 「政府によるGHS分類結果」としてWebサイトで公開
 分類ガイダンス、 JIS、 国連等のGHS関連情報の集約・リンク整備
 政府分類に関する各種問い合わせ対応

データの送付 疑義確認

環境に対する有害性
物理化学的危険性

健康に対する有害性
〈化管法関連中⼼〉

物理化学的危険性
健康に対する有害性
〈安衛法関連中⼼〉

NITEーCHRIPにも掲載 OECDのDBにも掲載

政府によるGHS分類結果

15

2. 取組



NITE統合版GHS分類結果

16

• 新たな情報が蓄積
された物質や分類
ガイダンスが更新
→ 再分類実施

• ⼀部の危険有害性
項⽬のみ実施
→ 情報が分散

• 結果、SDS作成時
等検索に⼿間

• 分類結果を統合
→ 最新分類結果
のみを閲覧可能

爆発物

特定標的臓器毒性
（反復暴露）

⽔⽣環境有害性
（⻑期間）

区分1

区分1

区分1

区分 絵表⽰危険有害性項⽬ 分類実施年度

2006年度

2015年度

2013年度

最新分類結果
のみ統合

爆発物

特定標的臓器毒性
（反復暴露）

⽔⽣環境有害性
（⻑期間）

区分1

分類
できない

区分2

区分 絵表⽰危険有害性項⽬

爆発物

特定標的臓器毒性
（反復暴露）

⽔⽣環境有害性
（⻑期間） 区分1

区分 絵表⽰危険有害性項⽬

爆発物

特定標的臓器毒性
（反復暴露）

⽔⽣環境有害性
（⻑期間）

区分1

区分 絵表⽰危険有害性項⽬

分類
未実施

分類
未実施 ー

ーー

分類
未実施 ー

分類
未実施 ー

2006年度 分類結果 2015年度 分類結果2013年度 分類結果

NITE統合版GHS分類結果

2. 取組



NITE統合版GHS分類結果

17NITE統合版Webサイト NITE統合版個別物質分類結
（例 無⽔フタル酸）

分類年度・ガイダンスVer.

2. 取組



使用環境・メンテナンス：×

政府によるGHS分類結果

GHS分類等
に関する学習
コンテンツ

NITE-CHRIP
化学物質総合情報提供システム

⾃社環境ではインストールする
ことが認められず使⽤できない

それぞれのPCでインストールする
必要があり⼆重管理

ツールが更新されても再アップデ
ート作業をしないと反映されない

分類ツール

分類ツール

⼊⼒データ

使用環境・メンテナンス：◎

インストール インストール インストール

混合物ツールのインストールパッケージ

インストール型のため
⾃由に登録データの
更新が⾏えず、タイ
ムリーに最新情報を
ツールに反映できず

政府によるGHS分類結果

GHS分類等
に関する学習
コンテンツ

NITE-CHRIP
化学物質総合情報提供システム

Webさえ使⽤できれば
社内環境に寄らず使⽤できる

異なるPCからでも
インストール不要で使⽤可能

ツールが更新されたら
⾃動で反映され便利

⼊⼒データ

Web からアクセス

Webアプリの混合物ツール

Web からアクセスWeb からアクセス

最新の情報をタイムリー
に反映することができ、
また顧客利⽤情報から
ユーザビリティを改善可能

AfterBefore

METI NITE

混合物分類ツールのWeb化
• インストール型ツールをWebアプリ化
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2. 取組



※画⾯は現在開発中のイメージです。 19

混合物分類ツールのWeb化
• NITE-Gmiccs

（GHS Mixture Classification 
and Labelling Create System）
GHS混合物分類判定ラ
ベル作成システム

• インストール・アップ
デート・PC移⾏等の作
業からの開放

• 2021年4⽉運⽤開始
（予定）

2. 取組



NITE-Gmiccs 使い⽅ 4STEP
1 混合物の組成情報などを⼊⼒

⼿⼊⼒ or エクセルフォーマットでまとめてアップロード 2 純物質のGHS分類情報などを⼊⼒
⼿⼊⼒ or エクセルフォーマットでまとめてアップロード

エクセルファイル エクセルファイル

GHS分類結果 GHSラベル

※図はイメージです。実際の画⾯とは異なる場合があります。

3 分類判定ルールを選択すると
⾃動的にGHS分類されるのを待つだけ︕ 4 会社情報を⼊⼒するとラベルを出⼒できます

20

混合物分類ツールのWeb化
2. 取組



学習・ポイント資料の公開

21
• 初⼼者を対象とした学習・ポイント資料等
• 2021年3⽉公開（予定）

2. 取組
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消費者へのアンケート調査
• コロナ禍、⼿指消毒等⽤アルコール系製剤

の利⽤が増加
• GHSピクトグラムをつけた製品が出回る
• 消費者がどの程度GHSピクトグラムを認識

しているのか、改めて調査が必要
• 消費者を対象としたWebアンケート調査を

実施する予定

• 結果から、GHSラベルの消費者への展開や
教育の必要性等を検討 23

3. 今後の展開



製造等事業者に対する調査
• B to B:事業者間の情報伝達に利⽤される

SDSがどの様に、どのタイミングで作成・
更新されるのか、受け取ったSDSをどの様
に保存・活⽤しているのか等を把握

• B to C：消費者にラベルや説明書で製品の安
全性等化学物質のリスクに関する情報伝達
における課題等を把握

• B to B、B to C共に調査を開始
• 課題を明確し、どの様に応えていくべきか

を検討
24
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SDGsと化学物質管理
• Sustainable Development Goals (SDGs)
• IOMC :Chemicals and Waste Management 

- essential to achieving the SDGs
https://www.who.int/iomc/ChemicalsandSDGs_interactive_Feb2018_new.pdf

26

4. まとめ



SDGsと化学物質管理
●直接的な関係

27

Goal Target

Target 3.9
2030年までに、有害化学物質、並びに大気、水質及び土壌の汚染による死亡
及び疾病の件数を大幅に減少させる。

Target 6.3
2030年までに、汚染の減少、投棄の廃絶と有害な化学物・物質の放出の最小

化、未処理の排水の割合半減及び再生利用と安全な再利用の世界的規模で
大幅に増加させることにより、水質を改善する。

Target 11.6
2030年までに、大気の質及び一般並びにその他の廃棄物の管理に特別な注

意を払うことによるものを含め、都市の一人当たりの環境上の悪影響を軽減
する。

Target 12.4
2020年までに、合意された国際的な枠組みに従い、製品ライフサイクルを通じ、

環境上適正な化学物質や全ての廃棄物の管理を実現し、人の健康や環境へ
の悪影響を最小化するため、化学物質や廃棄物の大気、水、土壌への放出
を大幅に削減する。

4. まとめ



SDGsと化学物質管理
• 直接的でなくとも全てのGoalと関係
• 化学物質管理においてSDGsを無視すること

は、もはや不可能な状況
• SDGsは、ESG、RE100等にも関係
• NITEもSDGsの観点で業務を推進
• 利⽤者に寄り添ったわかり易い情報発信を

継続していくことで、誰も取り残さない化
学物質管理に向け、SDGsの各ゴールに向
かっていけるようサポート

28

4. まとめ



まとめ
GHS（SDS）の課題を解決するために
• GHS関連情報を体系化
• NITE統合版GHS分類結果の提供を開始
• 混合物分類ツールNITE−Gmiccsの運⽤開始予定
• 学習・ポイント資料の公開予定
• GHSを中⼼とした情報提供のあり⽅を検討中
GHS関連情報の提供を⾏い、SDGs 特にTarget 12.4 
製品ライフサイクルを通じ、環境上適正な化学物質
の管理を実現

29

4. まとめ



ご静聴ありがとうございました

独⽴⾏政法⼈製品評価技術基盤機構（NITE）
＜NITEの業務について＞
Webサイト：https://www.nite.go.jp/
パンフレット：https://www.nite.go.jp/data/000003812.pdf
NITE統合レポート2019：
https://www.nite.go.jp/data/000111238.pdf

＜化学物質管理センター＞
Webサイト：https://www.nite.go.jp/chem/index.html
パンフレット：https://www.nite.go.jp/chem/shiryo/pamphlet.html
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